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1.はじめに
一-93 --
本論文は，都市及び建築に対する論考と，提案の二部から主主り，夫A:， 1. 自然本来の確保，2. 
産業，人口の集中化ー産業の再配置.3. Community PatternのModule化.4.往設備の装置
化， 5. 都市，建築造型の純粋化の項目によヲて構成され，金休として，無機質による都市，住空
間の統合というかたちで提案が充足されている。ととではその中から 2.3. 5を抄録した。
2. 産業の再配分
第 1図は，各種産業の成立条件を.a.水質， b. 7}(量と電力.c.産業用地， d.生産材所在地，
e.生産物市場.f.生産物分配機関.g.輸送機関の型に分類し，各産業成立に必要注条件をグラ
フ化したものでるる。黒棋で囲んだものは日本の場合であり，黒くつぶしたものは米国の場合であ
る。 1 ~4の各プロックは，1.一次加工の軽工業一一食料品加工工業， 繊維製品製造工業. 2. 2 
次加工の軽工業一一化学工業等.3.鉱業等一一窯業，石材採取等を含む.4.重工業，機械工業等
である。
都市に集中する産業は，労働力供給の要素を別にしても e.生産物市場.f.分配機関.g.輸送
機関の各成立条件に依存する型であり，さらに. d. 生産材所在地の要素がからみあってくる。即
ち，製鋼業が一度できると，生産材所在地型でるる。銑鉄，鋳鋼，鍍鋼業がその近〈につくられる
ととが有利であり，さらに，その加工工業である，機械工業が軽，重を問わず集中する可能性があ
る。更に，それらの機械によって製造を行う軽工業は，消費地に近いととを立地条件とすると，市
場型を示し，総じて，関連産業ほ一連にか?とまって消費地一一都市近辺に集中するととが有利な条
件となる。 産業の地方分散の運動にもかかわらず.大都市への重工業の進出の傾向比とのととを
如実に証明する。重工業・製鋼業のようた，ある程度，原材料所在地が産業の位置を決定するよう
た産業でも， 日本の場合，殆んど原材料を外国からの輸入に依存しているので，輸送に有利主主，港
海周辺~選定され，都市成立のー要素に良い港湾の成立が可能主主所がえらばれている。 との事も ，
大都市への重工業進出に妥当性を与えている。
第 2図比東京都内に於けるL従業員数による規模別の工業配置の状況である。上に記した番号
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は第 1 図の分類である。規模を明確にする意味で，従業員1.5.000人以上.2.2.000-5 ，000人3.60(}~
2，000人ょに分け.600人未満の従業員の工場は省略した。図に明白たように，産業配置に計画性が乏ー
しいために，同ーの業種，更にはお互いに関連を示し，隣接して配置されるべき産業が分散して位I
置している。都内に，叉周聞を考える絞らば京浜，京葉地区に工業が集中しているにもかかわらずー
とれらの地区の内部では，お互いの工場が分散している矛盾を示している。その閣の連絡は輸送機
闘に依存するととにたり，都内の道路交通の混乱を招来している。都市への工業の集中，更には工
業を円滑に運営するための第3次産業の集中，更に人口の集中，という現象は不可抗力であり，今
後の都市計画除，との現象を前提としてたされねばたらず，第1に産業，特に工業の再配置，関連
産業の蒋配置が必要である。
との無計画君主産業配置は東京都だけではたし日本金休更には世界的役傾向でるる。関連産業の
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合理的主主配列，凝縮的君主配列によって都市交通の混乱.需要，供給.管理の混乱に秩序を与え，更
に徒歩を人間交通の主体とした共同体の構成を容易にするとと，また，無秩序君主自然の開発.無秩
序君主都市の膨脹をさけ，凝縮し?と，集中化した都市像が必要である。都市及び産業の凝縮.集中化
は，一方では自然の笥』民主主開発が不必要にたり，自然本来の婆を確保するととにたる。自然本来の
蚕の確保は，都市に対する，あるいは，技術文明K対する批判の基盤を与える ζとに怒り.さらに
は.都市生活者に，充分主主休眠施設を提供するととにたる。集中化，凝縮した都市，産業による生
産性の向上，更には，自然の確保という意味でもるる。
3. Community Pa.tternの Module化
Community Co-ordinationの問題比現在，Communityの行政面から捉えた政治行為，
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，c:経済行為要因
a:;社会活動， 直接的君主 Communicotionの要因であらわせば， Communityの構成Cは，
C=f(p， e， c， a)一一(1)
Eで与えられるか又は，
.C=F(Cp， Ce， Cc， Ca)一 (2) 但し，Cp=f(p) 
Ce=f(e) 
Cc=f(c) 
Ca=f(a) 
で与えられる。 (1)の場合は各要因を総合して CommunityCo-ordinationが可能君主時でるり，
・(2)の揚合は， (1)が不可能であり，各要因によって生じた失々の数値を再び Co-ordinateし君主けれ
.ぽたらたい事を示す。 (1)の場合は小規模君主閉鎖的君主自給自足の要素の強い社会に適用され，現代の
都市のようた巨大でしかも都市相互の関連の強い社会では (2)が適用されるととにたる。従来の都
市の Community計画が(1)式によって計画され， 笑際の活動が(2)式でるらわされるようた状態
であったために， Communityの構成が円滑に行かたかづたと とも指摘できるであろう。更に現在
.Community施設として設けられていたい。直接的主主 Communicationを主休とした社会活動を
量的に把握M等，ζれを施設として反映しうるたらば，Communityの構成は容易にたる。そとで
一つの組織内で直接的Communicationを君主L狩る最大人員 n=14の数値を用いて Community
計画の提案がゑ3れた。第4図ほモの概念図であり，第5図はその人員構成を示す。概念図で示さ
れているように百型に Communityは構成され，1 floor IZ: 141の人員が配され，14'で一棟が構
，成され， 居住部分は14層とたり，とれが14棟集まって 14・の Communityを構成する。 日 の組合
せによって棟と棟との空聞に種kの Community施設を設けるととができ，それによって Com-
:munity相互の結合が可能とゑる。 更に目の対角綾上に交通機関を設けるととによ り， 一方向に除
第 4図 _ 5図
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14'以上の Community施設への他方向には，同一対角棋上に同一仕事場の労働者を配置するとと
により，労働の場への軍識を提供するととにたり，産業の再配置の問題とも関連して，第3図に示
すよう君主都市像が生れる。
4. 都市，建築造型の純粋化
パロコ，ロココ以来建築は短期聞に種Aた様式の変化を経てきた。とれば，との期間の社会的，
精神的変革が著しかったととに起因するのであるが，変転きわまりたい機式の変化にもかかわら
ず，未だ犠式の定着をみていたいのが，近代建築，都市の現状である。との事は建築以外の諸芸術ー
についてもいえるととであり，芸術を社会の一つの反応であるとみるたらば， とれらの現象は社会‘
が未だ定着をみてい君主いととによるのであろう。しかし，建築様式を決定するー側面，建築材料的，
構造的君主事象が或る程度の定着をみせている時，或る程度の社会的条件は定着したξみるととも可
能である。モとに不足しているのはむしろ，精神的主主何物かである。との間新しい犠式を生みだす・
ベ〈打ちだされた建築運動は，普遍的主主機式よりは個性的，個別的た表現形式を打ちだすととに終守
っ?と場合が多<，一つの機式にまとめるととができたい造型がおとたわれているのが一般である。
時代の変化，社会条件の変化により，建築造型の拠点が見失われがちであり，様k主主様式の可能性
を追求する遠心的君主動きに対して，それらの動きの出発点を求める求心的危動き及び拠点を明らか・
にした。
パロコ以来の造型諸芸術の変遷は，一つに純粋化，自律イヒの歴史で遣うった。絵画はタプロ ーとし
て壁面から独立し，サロンや展覧会，展示会更には美術館のよう君主独特の鑑賞の場を求めるように
たり，それらの場に収められて鑑賞されるととに君主った。彫塑も同様，建築の構成要素から独立し
て一つの分野を画した。更に絵画及び彫塑は夫kの分野から夫kの分野以外の要繁を排除し，最も
絵画らしい叉，最も彫塑らしい要素を追求し， ロートレックやゴーガン喜多の平面的絵画をモンドリ
アン，マーレヴィッチの抽象絵画を，アノレプ等の抽象彫塑をうみだした。結局，絵画は絵画以外の
要素，彫塑的，構築的要素を排除して建築から完全な独立をした。叉，彫塑も彫塑以外の要素，絵ー
面的，構築的要素を追放し，彫塑の最も基本的君主問題でるる重力の支配をも否定した。絵画や彫塑
が建築から分離していくと同時に，建築もまた，純粋化，自律化の方向をたどり，中世から連綿と
つらたる精神的，象徴的要素がまず追放された。そして絵画的，彫塑的，装飾的要素を，建築の成
立要素である建築の目的のみを残して，できうるかぎり追放していった。建築における純粋化は壁ー
面や天井，柱からの絵画，彫塑が分離していき更に，それらの要素がとりのぞかれていった過程に
みるととができる。近代建築における工学的に不;必要た影色の否定は，建築からの絵画的要素の追ー
放というととができる。純粋た絵画的要素の否定は，色彩の否定につらたり，純粋建築の観点から
は，建築は白 ・黒及びそのモノクロ ームという ζ とになるが， とれは素材の生主主色彩美という点に
とどめられて完全君主極点にまでは到達してい君主い。建築からの彫塑的要素の否定比最も彫塑的でー
あった円柱，また種々君主飾りをつけられた柱は，最も無性格主主角柱へと変った。角柱に関するかぎ
り，彫塑的君主もの，構築的たものの基本概念、である人体的たものは否定され，重カの否定にまでつ，
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放がっている一一即ち上下の無差別性， ピロチに至っては重力は逆方向にっているかの観がある。
建築から絵画，彫盤的要素の否定は，米国のシカゴ派の動き等にみられるが，オーザンファンと共
に絵画の純粋主義を唱えた頃のル ・コノレピュジェの作品 VilleSavoie 1925-30年や Mason
Clarte 1928における四方に差別の君主い方形のフ 7サードにみるととができる。そとには技術的に
必要君主もの以外の彫塑的たもの，装飾的君主ものは全くたしただ採光に高うてられた方形の窓が，壁
の中の枠とたって，絵画的た要紫の存在を示し， また横に長〈走るガラス面のファサ ドーのスチー
Jレサッシュ及びスラプのみが絵画的君主要紫の存在を示している。 M.ローエの1951年の Square
House ~於いては外観よからは殆んど完全にま嚇判ヒされている。図面をガラスの方形で覆ったと
の家には，極〈細いガラスのためのサッシ&と Iピームの小さた柱と， スペースフレームの屋根架
構がみえるだけである。
ととでは外部及び内部共に純粋化した空聞が他の提案と相候ってたされた。
Summary 
This rnanuscript is the summing up of rny rnaster thesis of Graduate School 
of Science and Engineering， Waseda University. 
The thesis is composed by study and project on city and architecture， and 
each part consists of 1) Preservation of Nature 2) Rehabilitation of Industry 
3) Modularnization of Cornmunity Pattern 4) Purization of City and Architec-
tural Space and 5) Apparatus of Housing. 1n this rnanuscript 2)， 3) and 
4)were described. 
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